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作成日 2024年 9月 17日  

（最終更新日 2024年 11月 25日） 

「情報公開文書」（Webページ掲載用） 

                  
 

 

課題名：腰椎変性が立位膝関節伸展機構に与える影響に関する後ろ向き観察研究 

 

１．研究の対象 

 2023 年 4 月～2024 年 6 月までに人工膝関節手術が行われた患者様 

 

２．研究期間 

 研究機関の長による研究実施許可後～2027 年 3 月 31 日まで 
 

３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の

通りです。 

利用開始(予定)日：研究実施許可後 2025 年 3月 1日 

 

 

４．研究目的 

膝関節自体の伸展機能が保たれているにもかかわらず、立ったときに膝関節が屈曲してしまう方が

います。脊椎や骨盤がアンバランスであるとそのような現象がおきると言われており、その細かい原

因がわかれば、早期にその部位に理学療法などの治療アプローチが検討できます。 
本研究では、立ったときに膝が曲がってしまう人と、そうでない人の脊椎・骨盤を評価して、その違

いを後ろ向きに検討し、今後の治療に役立てていきたいと考えています。 

 

５．研究方法 

人工膝関節全置換術を予定されている方の膝関節の可動域を計測、下肢の側面と脊椎

の側面の単純 X線を撮影し、脊椎・骨盤のアライメントを計測します 

膝の伸展角度と立位での下肢の伸展角度の差が大きい人とそうでない人の脊椎・骨盤

のアライメントを比較します。 

 

 

６．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢・生年月日・性別・既往歴・臨床スコア・X 線 

 

７．外部への試料・情報の提供 

該当なし 

 

８．外国にある者に対して試料・情報の提供する場合 

なし 

 

９．研究組織 

筑波大学医学医療系 整形外科 菊池直哉 

筑波記念病院 整形外科 新井規仁 

 

１０．利益相反（企業等との利害関係）について 

なし 
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１１．本研究への参加を希望されない場合 

患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、試料・情報の利用又は提供

の停止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公

表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

 

 

１２．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   

担当者の所属・氏名：筑波大学附属病院 整形外科 担当 堤亮介 

住所 ：茨城県つくば市天久保 2-1-1 

連絡先：PHS 98400 (9:00～17:00 平日のみ) 

 

当院の研究責任者：筑波大学附属病院 運動器医療学 菊池直哉 

   

研究代表者：筑波記念病院 整形外科 新井規仁 

 

 


